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徳
島
県
告
示
第
三
百
九
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
区
域
を

次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
徳
島
県
南
部
総
合
県
民
局
阿
南
庁
舎
に
お
い
て
、
令
和
七
年
七
月
二
十
九
日
か
ら

二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
七
月
二
十
九
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

道
路
の
種
類

一
般
国
道

新
旧

敷

地

の

幅

員

延

長

路

線

名

区

間

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

阿
南
市
阿
瀬
比
町
西
内
五
八
番
一
地

先
か
ら

旧

八
・
六
～
一
〇
・
三

一
九
七
・
〇

同

中
村
一
五
番
一
地

一
九
五
号

先
ま
で

同

新

九
・
五
～
一
七
・
〇

一
九
七
・
〇



徳
島
県
告
示
第
三
百
九
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
区
域
を

次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
徳
島
県
南
部
総
合
県
民
局
阿
南
庁
舎
に
お
い
て
、
令
和
七
年
七
月
二
十
九
日
か
ら

二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
七
月
二
十
九
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

道
路
の
種
類

県
道

整
理

新
旧

敷

地

の

幅

員

延

長

路
線
名

区

間

番
号

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

阿
南
市
阿
瀬
比
町
西
内
四
二

番
一
地
先
か
ら

旧

三
・
三
～
二
二
・
七

二
一
二
・
六

８

同

六
番

阿
南
小
松
島

２

五
地
先
ま
で

同

新

六
・
六
～
二
二
・
〇

二
〇
九
・
三



徳
島
県
告
示
第
三
百
九
十
三
号

徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
二

十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
落
札
者
を
決
定
し
た
の

で
、
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第

三
百
七
十
二
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
七
年
七
月
二
十
九
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

落
札
に
係
る
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

電
子
黒
板
機
能
付
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
及
び
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
ボ
ッ
ク
ス

九
十
四
組

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

徳
島
県
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
Ｄ
Ｘ
推
進
課

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

三

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
七
年
七
月
十
六
日

四

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

四
国
通
建
株
式
会
社
徳
島
支
店

徳
島
市
東
吉
野
町
一
丁
目
一
〇
番
地
の
一

五

落
札
金
額

三
千
五
百
九
十
八
万
三
千
二
百
円

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

七

一
般
競
争
入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日

令
和
七
年
六
月
六
日


